令和２年度人権教育実践概要【中学校用】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村（学校組合）名（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名（　　　　　　　　　　　　）中学校
生徒数（　　　　　）名
記入者（　　　　　　）
１．人権教育目標
	


２．各教科等で扱った個別的な人権課題に○印をつけてください。

　※特に重点的に取り組んだ人権課題（研究授業を行った　等）があれば●印をつけて単元（題材）名等を記入してください。

　　個別的な人権課題　＜高知県人権施策基本方針－第２次改定版―平成31年３月に示された11の人権課題＞
「同和問題」「女性」「子ども」「高齢者」「障害者」「HIV感染者等」「外国人」「犯罪被害者等」

　　　「インターネットによる人権侵害」「災害と人権」「性的指向・性自認」
	人権課題
学年
	同和問題
	女性
	子ども
	高齢者
	障害者
	ＨＩＶ
感染者等
	外国人

	一学年
	
	
	
	
	
	
	

	二学年
	
	
	
	
	
	
	

	三学年
	
	
	
	
	
	
	

	特別支援学級
	
	
	
	
	
	
	


	人権課題
学年
	犯罪被害者等
	インターネットに
よる人権侵害
	災害と人権
	性的指向・性自認
	その他

	一学年
	
	
	
	
	

	二学年
	
	
	
	
	

	三学年
	
	
	
	
	

	特別支援学級
	
	
	
	
	


３．教職員・PTA・生徒の人権教育研修
	研修種別
	研　修　内　容
	実施月日
	　備　考

	（１）校内研修
	
	　

	

	（２）校外研修
	
	
	


４．人権教育を組織的に進めるための取組
	委員会等名称
	内　容
	実施月日
	備考（参加者等）

	
	
	
	


５．成果と課題（人権教育推進アクションシートに基づいた総括）（※年度末提出時に記入）

	


令和２年度人権教育実践概要【中学校用　記入例】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村（学校組合）名（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名（　　　　　　　　　　　　）中学校
生徒数（　　　　　）名
記入者（　　　　　　）
１．人権教育目標
	


２．各教科等で扱った個別的な人権課題に○印をつけてください。

　※特に重点的に取り組んだ人権課題（研究授業を行った　等）があれば●印をつけて単元（題材）名等を記入してください。
　　個別的な人権課題　＜高知県人権施策基本方針－第２次改定版―平成31年３月に示された11の人権課題＞
「同和問題」「女性」「子ども」「高齢者」「障害者」「HIV感染者等」「外国人」「犯罪被害者等」

　　　「インターネットによる人権侵害」「災害と人権」「 性的指向・性自認」
	人権課題
     学年
	同和問題
	女性
	子ども
	高齢者
	障害者
	ＨＩＶ
感染者等

	一学年
	○
	
	
	
	●互いのよさや違いを認め合おう 【学級活動】
	

	二学年
	●地域の誇りを受け継いで
【総合的な学習の時間】
	●衣生活と自立
【技術・家庭】
	
	●ちがいを豊かさに

【総合的な学習の時間】
	●生活と数学〈点字を読んでみよう〉　  【数学】

●社会に生きるデザイン【美術】
	

	三学年
	●自信を持って～私のもちあじ～
【学級活動】
	
	●Mother Teresa 

【英語】

●まるごと好きです    【道徳】
	
	
	●感染症とその予防

【保健体育】

●性感染症とその予防/エイズ【保健体育】

	特別支援学級
	
	○
	
	
	●特別支援学級との交流学習

【総合的な学習の時間】
	


	人権課題
学年
	外国人
	犯罪被害者等
	インターネットに
よる人権侵害
	災害と人権
	性的指向・性自認
	その他

	一学年
	●国際フードフェスティバル　
【外国語】
	
	○
	
	
	○

	二学年
	
	
	
	●東日本大震災
【社会】

	
	

	三学年
	
	●命を尊ぶ教室

（講演会）

講演会を受けて

【学級活動】
	●情報モラルと知的財産
【技術分野】
	
	
	

	特別支援学級
	
	
	
	
	
	


３．教職員・PTA・生徒の人権教育研修
	研修種別
	研　修　内　容
	実施月日
	　備　考

	（１）校内研修
	★研修内容を具体的に書いて下さい。
授業研　【教科名】　内容【　　　　　　】

単元・題材名「　　　　　　　　」

内容等

例）【総合的な学習の時間】

研究授業　　「理想の町づくり」

　人権課題に出会い、探究し課題解決する学習

人権課題「高齢者」「障害者」「子ども」「同和問題」
事前研　学習指導案作成　学年部会
事後研　研究協議　(指導主事招聘)

例）

【研修内容】　「同和問題について」

「差別の現実から学ぶ」と題して、講師を招聘し研修をおこない、見えにくくなってきた部落差別の現実や学校での実践に生かせる手法について研究協議した。
【研修内容】
「親子で考えるネット上の人権侵害」

	９月○○日

（教職員）

９月20日

（教職員）

９月28日

（教職員）

11月５日
（教職員・生徒）
２月14日
（教職員・PTA・生徒）
	全校研35名

学年部10名

全校研35名

講師○○課

○○指導主事

全校研35名
講師〇〇課

〇〇指導主事

参加人数340名

	（２）校外研修
	★研修内容等を詳細に

高知県教育センター主催　人権教育セミナー

「インターネットによる人権侵害」

講師　○○○○

「同和問題」

講師　○○○○

	　８月８日
	参加者

人権教育主任

１年部　５名

２年部　６名

３年部　５名

計　16名


４．人権教育を組織的に進めるための取組
	委員会等名称
	内　容
	実施月日
	備考（参加者等）

	第１回人権教育推進部会

第２回人権教育推進部会

第３回人権教育推進部会

第４回人権教育推進部会

第５回人権教育推進部会

第６回人権教育推進部会
	人権教育推進のために

年間指導計画について

教科・領域で扱う人権課題について

１学期の総括・２学期で実践すること

２学期の実践課題の確認

１年間の総括　次年度構想
	○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日
	部会員　８名

部会員　７名

部会員　８名

部会員　８名

部会員　７名

部会員　８名


５．成果と課題（人権教育推進アクションシートに基づいた総括）（※年度末提出時に記入）

	次のような視点で取組に対しての成果と課題を記述してください。

○人権教育主任として取り組んだことの成果と課題

○取組から児童生徒が変容したこと（成果・課題）

○取組から教職員が変容したこと（成果・課題）

○取組から学校として今後取り組んでいかなければならないことなど等

年度当初に人権教育主任より、教科実践の中で人権教育の視点を持った実践となるよう校内研修で提起させていただいた。また、教科部会においては学習指導要領における各教科の内容や目標を人権教育の３側面から見つめ整理していたただいた。このことが日々の学校生活の中で、生徒の人権感覚が少しずつではあるが高くなっていると捉えている。友だちとのトラブルや他者を受け入れない様な発言が非常に少なくなってきた。

また、「インターネットによる人権侵害」をテーマとして人権教育参観日に講演と演習を高学年を対象に行った。親子で考えることや親子で演習を行ったことが特に保護者のスマートフォンなどの知識理解につながったことや、インターネット上での人権侵害等について保護者と児童で対話ができたことがよかった。特に高学年の児童では、すでに使用している児童も多く、今後、使用していく中で人権感覚を高く持った使用の仕方について、事後指導していく必要がある。参観日後のアンケート(保護者・児童)においても、インターネットによる人権侵害についての関心が高くなったとの評価や、これらのことは絶対にあってはならない、そのためにできることといった実践行動(技能的側面)の具体的な記述が多く見られた。

　課題については、教師自身の人権感覚が挙げられる。不用意な言葉で児童に対して不快な思いをさせることや、授業中の児童の不適切な言動に指導が入らないことがまだまだある。学校が落ち着いてきているとはいえ、そこに甘えず、常に人権教育の視点を人権教育主任から発信していき、教師集団の人権感覚を高めていくことが必要である。



